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消
費
増
税
で
公
共
料
金
改
定

平成２５年第５回１２月定例会

　

平
成
25
年
12
月
定
例
会
が
、

12
月
13
日
か
ら
24
日
ま
で
の
12

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
平

成
25
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、

条
例
の
一
部
改
正
、
人
事
案
件

な
ど
の
議
案
を
慎
重
に
審
議

し
、
提
案
さ
れ
た
22
議
案
す
べ

て
を
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
に
提
出
す
る
意

見
書
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

 

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

９

２

３

万

円

を

追

加

し
、

補
正
後
の
予
算
の
総
額
を

89
億
９
５
６
８
万
円
と
す
る
。

　
◆　
一
般
会
計

　

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

５
９
０
１
万
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
の
総
額
を

90
億
５
４
６
９
万
円
と
す
る
。

給
与
カ
ッ
ト
分
を
子
育
て
充
実
に

◆
子
育
て
・
教
育
環
境
充
実

基
金
事
業
積
立
金

７
６
５
万
円

　

平
成
24
年
８
月
か
ら
平
成

26
年
３
月
ま
で
の
職
員
給
与

１
％
を
カ
ッ
ト
し
、
基
金
積

み
立
て
に
充
て
る
。

中
途
入
所
受
入
れ

◆
太
養
保
育
園
委
託
料

１
０
３
５
万
円

　

当
初
の
見
込
み
よ
り
０
歳
・

１
歳
児
等
の
年
度
途
中
入
園

児
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

委
託
料
を
増
額
。

来
年
度
以
降
へ
繰
越

◆
町
道
新
設
改
良
事
業
費

△
１
０
３
５
万
円

　

景
宗
寺
長
和
田
線
な
ど
の

事
業
費
に
係
る
国
の
補
助
金

減
額
に
よ
る
。

　

農
地
・
農
業
用
施
設
９

箇
所
の
災
害
復
旧
工
事
に

２
２
９
万
円
、
町
道
方
面
高

辻
線
の
法
面
災
害
復
旧
工
事

に
１
２
２
３
万
円
を
追
加
し
、

予
備
費
５
２
９
万
円
を
減
額
。

消
防
機
能
の
強
化

◆
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
費

４
６
２
８
万
円

　

第
１
、
10
分
団
配
備
の
２

台
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が

老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
更

新
す
る
。

☆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

２
１
９
４
万
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
の
総
額
を

19
億
９
３
０
３
万
円
と
す
る
。

《
主
な
補
正
内
容
》

　

保
険
給
付
費
の
増
額
。

町道方面高辻線の法面の崩落状態

更新が図られる消防車

　
　
早
期
復
旧
に
専
決
処
分

　
　
　
　
　
　
　
台
風
17
号
に
よ
る
災
害
復
旧

ど
う
す
る
医
療
費
の
増

　
◆　
特
別
会
計
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☆
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理

条
例
等
の
一
部
改
正

　

現
行
の
長
瀬
地
区
公
民
館
ほ

か
、
10
地
区
公
民
館
を
廃
止
し
、

中
央
公
民
館
、
同
羽
合
分
館
、

同
泊
分
館
の
３
館
で
社
会
教
育

事
業
の
推
進
体
制
に
す
る
。

　

公
設
集
会
施
設
（
中
央
公

民
館
・
羽
合
分
館
・
泊
分
館
、

舎
人
会
館
、
羽
衣
会
館
、
活

☆
介
護
保
険
特
別
会
計

　

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

36

万

円

を

減

額

し
、

補

正

後

の

予

算

の

総

額

を

17
億
６
３
０
２
万
円
と
す
る
。

《
主
な
補
正
内
容
》

　

職
員
給
与
カ
ッ
ト
に
よ
る

人
件
費
の
減
額
。

☆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

８

３

９

万

円

を

減

額

し
、

補
正
後
の
予
算
の
総
額
を

10
億
７
１
７
４
万
円
と
す
る
。

《
主
な
補
正
内
容
》

　

東
郷
処
理
区
内
の
不
明
水

量
を
減
少
す
る
た
め
の
委
託

料
の
増
額
と
消
費
税
確
定
に

伴
う
公
課
金
の
減
額
。

☆
農
業
集
落
排
水
処
理
事
業

特
別
会
計

　

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

１

８

３

万

円

を

減

額

し
、

補
正
後
の
予
算
の
総
額
を

２
億
５
２
９
９
万
円
と
す
る
。

《
主
な
補
正
内
容
》

　

消
費
税
確
定
に
伴
う
公
課

金
の
減
額
な
ど
。

☆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
25
万

円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予

算
の
総
額
を
４
２
１
１
万
円

と
す
る
。

《
主
な
補
正
内
容
》

　

消
費
税
確
定
に
伴
う
公
課

金
の
減
額
な
ど
。

※
公
課
金
…
使
用
料
等
に
含

ま
れ
る
消
費
税
を
納
税
す
る

歳
出
科
目
。

☆
水
道
事
業
会
計

　

事
業
収
益
を
５
０
万
円

減
額
し
、
補
正
後
の
総
額

を
１
億
８
３
８
９
万
円
と
す

る
。
ま
た
、

事
業
費
用
を

30
万
円
増
額
し
、
補
正
後
の

水
道
事
業
費
用
の
総
額
を

１
億
８
０
４
９
万
円
と
す
る
。

《
主
な
補
正
内
容
》

　

配
水
及
び
給
水
費
の
増
額

と
総
係
費
の
減
額
。

※
総そ
う
が
か
り
ひ

係
費
…
公
営
企
業
会
計

の
勘
定
科
目
で
、
給
与
費
や

燃
料
費
な
ど
の
経
常
経
費
。

☆
国
民
宿
舎
水
明
荘
事
業
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

消
費
税
法
の
一
部
改
正(

税

率
引
上
げ)

に
伴
い
、
料
金

改
定
（
消
費
税
を
外
税
方
式

に
変
更
）
を
行
う
。

☆
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

改
正

☆
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

等
の
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正

☆
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
改
正

　

消
費
税
法
の
一
部
改
正(

税

率
引
上
げ)
に
伴
い
、
料
金

改
定
（
消
費
税
を
賦
課
す
る

使
用
料
等
）
を
行
う
。

☆
介
護
保
険
条
例
等
の
一
部

改
正

　

地
方
税
制
の
改
正
に
伴
い
、

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
延
滞
金
の
引
き
下

げ
な
ど
。

☆
権
利
の
放
棄

　

学
校
法
人
藤
田
学
院
に
よ

る
鳥
取
看
護
大
学
設
置
に
係

る
支
援
事
業
の
財
源
と
す
る

た
め
、
中
部
ふ
る
さ
と
市
町
村

圏
振
興
事
業
の
出
資
金
の
一
部

の
権
利
を
放
棄
す
る
。
事
業
基

金
出
資
総
額
１
億
２
８
０
７
万

円
の
う
ち
、
６
８
８
０
万
円
を

放
棄
す
る
も
の
。

性
化
セ
ン
タ
ー
は
ま
な
す
、
漁

村
セ
ン
タ
ー
、
文
化
会
館
）
の

使
用
料
金
を
統
一
す
る
。

☆
多
目
的
温
泉
保
養
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

龍
鳳
閣
の
利
用
者
を
増
や

す
た
め
、
個
人
会
員
の
中
に

「
友
の
会
」
会
員
利
用
を
加
え

て
利
用
を
促
進
す
る
。

消
費
税
改
正
に
伴
い
料
金
を
改
定

利用者が 200 万人を突破した龍鳳閣

泊
地
域
の
活
性
化
へ

看
護
大
学
設
置
に
支
援

地
区
公
民
館
廃
止
へ

☆
工
芸
品
工
房
の
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

個
室
工
房
の
使
用
資
格
（
町

内
住
所
を
有
す
る
）
の
規
定

を
削
除
し
、
使
用
増
を
図
る
。

龍
鳳
閣
の
利
用
者
増
へ

使
用
者
増
を
期
待

延
滞
金
を
引
き
下
げ

不
明
水
対
策
を
強
化

☆
過
疎
と
み
な
さ
れ
る
区
域
に

係
る
計
画
変
更

　

泊
漁
港
内
で
陸
上
養
殖
の

起
業
家
支
援
、
及
び
倉
庫
を

活
用
し
た
農
産
加
工
品
の
製

造
販
売
を
実
施
す
る
団
体
へ

の
支
援
策
を
追
加
し
、
計
画

変
更
す
る
も
の
。
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損
害
賠
償
で
和
解

☆
専
決
処
分
の
報
告

　

町
道
の
陥
没
に
よ
り
、
道

路
脇
に
駐
車
し
て
い
た
車
両

の
物
的
損
害
に
対
す
る
損
害

賠
償
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

和
解
し
、
損
害
賠
償
の
額
を

決
定
し
た
。人

事
案
件

　

教
育
委
員
会
委
員
、
舎
人

財
産
区
管
理
委
員
の
人
事
案

件
に
そ
れ
ぞ
れ
同
意
し
た
。

（
敬
称
略
）

◆
教
育
委
員
会
委
員

　
　

小
林　

孝
拓
（
原
）

　

任
期 

（
平
成
25
年
12
月
25

日
か
ら
平
成
29
年
12
月
24
日
）

◆
舎
人
財
産
区
管
理
委
員

　
　

高
塚　

愛
子
（
藤
津
）

　

任
期
（
平
成
25
年
12
月
20

日
か
ら
平
成
28
年
12
月
26
日
）

議案の内容
（○：賛成　×：反対）

増
井

寺
地

河
田

浜
中

入
江

松
岡

酒
井

上
野

浦
木

会
見

米
田

光
井

湯梨浜町営国民宿舎水明荘事業設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例について

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

湯梨浜町公共下水道条例の一部を改正する条例につ
いて

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

湯梨浜町農業集落排水処理施設等の設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例について

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

湯梨浜町水道事業給水条例の一部を改正する条例に
ついて × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

権利の放棄について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※上記以外の 17 議案（全 22 議案）は全会一致で可決・同意しました。

請 願 ・ 陳 情 審 査
12 月定例会において常任委員会に付託した請願・陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

件　　名 請願・陳情者 審査結果

消費税の複数税率導入と新聞への軽減税率適用に関する請願

鳥取県朝日会（朝日新聞）
会長　小椋和彦

山陰中央新報鳥取県販売店会
（山陰中央新報）

会長　田長　清
山陰日経会（日本経済新聞）

会長　溝上隆幸
日本海新聞を発展させる会

（日本海新聞）
会長　田中一郎

毎日新聞山陰専売会（毎日新聞）
会長　浅田正人

鳥取県読売会（読売新聞）
会長　湯中秀美

採　択
（意見書提出）

計画の統合中学校建設について、鳥取県中部建設業協会、鳥
取県中部建設協議会の会員へ受注機会を与えて戴くよう求め
る陳情書

一般社団法人　鳥取県中部建設
業協会

会長　高力修一
鳥取県中部建築協議会

会長　向井康英

継続審査

原子炉の再稼働に反対し、原子力に頼らないエネルギー政策
への転換を求める陳情書

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会

実行委員長　綱本圭祐

採　択
（意見書提出）

※北溟中学校、東郷中学校統合に関する陳情書は引き続き継続審査
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常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
審
議
内
容

総
務
産
業
常
任
委
員
会

12
月
18
日
ほ
か
４
回

教
育
民
生
常
任
委
員
会

12
月
18
日
ほ
か
４
回

◇
水
明
荘
の
運
営
状
況

Ｑ
．
利
用
客
が
10
月
、
11
月

と
昨
年
比
増
加
し
て
い
る
が
、

要
因
は
。

Ａ
．
水
明
荘
だ
け
で
は
な
く
、

湯
梨
浜
町
全
体
、
三
朝
な
ど

近
隣
も
増
え
て
い
る
。
出
雲

大
社
効
果
と
考
え
て
い
る
。

◇
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用

料
の
改
定
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
消
費
税
が
現
行

５
％
か
ら
８
％
に
改
正
さ
れ

る
。
そ
れ
に
伴
い
、水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
を
変
更
す
る
。

経
過
措
置
と
し
て
、
４
月
に

請
求
す
る
金
額
は
、
３
月
に

使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

消
費
税
５
％
の
現
行
の
料
金
・

使
用
料
に
よ
っ
て
請
求
す
る
。

５
月
の
請
求
か
ら
、
新
料
金
・

使
用
料
へ
の
変
更
に
な
る
。

Ｑ
．
４
月
に
水
道
を
使
用
開

始
す
る
場
合
は
ど
う
な
る
の

か
。

Ａ
．
継
続
使
用
の
時
の
検
針

日
は
毎
月
10
日 

頃
。
新
規
の

場
合
、
５
月
の
検
針
に
よ
っ

て
請
求
す
る
の
で
、
新
料
金
・

使
用
料
で
の
請
求
と
な
る
。

◇
鳥
取
看
護
大
学
設
置
に
向

け
て

　

学
校
法
人
藤
田
学
院
に
よ

る
鳥
取
看
護
大
学
設
置
の
公

的
支
援
を
行
う
た
め
、
中
部

ふ
る
さ
と
広
域
連
合
が
積
み

立
て
し
て
い
る
基
金
を
、
一
部

取
り
崩
す
。
県
と
市
町
が
同

額
ず
つ
負
担
す
る
も
の
。
こ

れ
に
伴
い
、
湯
梨
浜
町
が
出

資
し
た
基
金
分
も
一
部
取
り

崩
す
。

Ｑ
．
基
金
の
積
立
て
は
ど
う

な
る
の
か
。

Ａ
．
取
り
崩
し
た
分
を
、
近

い
将
来
積
立
て
る
予
定
は
な

い
。
基
金
の
運
用
資
金
で
い

ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
で
き
る
事
業
を
精

査
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
思
う
。

◇
小
中
学
生
の
学
力
に
つ
い
て

　

４
月
に
小
学
生
・
中
学
生

の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
が
行
わ
れ
、
本
町
は
県
平

均
を
下
回
っ
た
。
小
学
校
・

中
学
校
と
も
よ
く
分
か
る
よ

う
に
授
業
改
善
に
取
り
組
ん

で
行
く
と
と
も
に
、
家
庭
学

習
を
学
力
向
上
に
結
び
付
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。
本
町
で
は
学

◇
公
民
館
体
制
に
つ
い
て　

　

地
区
公
民
館
に
つ
い
て
、

現
行
の
10
地
区
公
民
館
を
廃

止
。
新
年
度
か
ら
は
中
央
公

民
館
、
同
羽
合
分
館
、
同
泊

分
館
の
３
館
で
社
会
教
育
事

業
の
推
進
体
制
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
社
会
教
育
は
公
民
館

が
受
け
も
ち
、
地
区
の
行
事

や
運
動
会
な
ど
は
企
画
課
の

集
落
活
性
化
補
助
金
を
活
用

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

出
雲
大
社
効
果
で
利
用
客
増

５
月
か
ら
新
料
金
へ

今
後
の
事
業
に
影
響
は

学
力
低
下
を
危
惧

予
習
復
習
を
意
識
し
た
課
題

の
出
し
方
を
学
校
側
が
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ
．
実
際
に
学
習
に
つ
い
て

い
け
な
い
子
ど
も
達
の
学
校

で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
ど
う
や
っ

て
い
る
の
か
。

Ａ
．
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
子

ど
も
達
に
は
放
課
後
学
習
、

中
学
校
に
関
し
て
は
夏
休
み

に
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
。

今
年
、
北
溟
中
学
校
は
役
場

講
堂
を
借
り
、
昨
年
は
船
上

山
で
宿
泊
を
伴
う
学
習
を
し

た
。

利
用
客
増
（
水
明
荘
）

習
塾
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど

も
が
多
く
、
そ
の
影
響
も
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

Ｑ
．
一
番
の
要
因
は
教
員
の

能
力
な
ど
で
は
な
い
か
。
以

前
か
ら
、
家
で
勉
強
し
な
い

子
が
多
い
と
い
う
現
実
も
あ

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
要

因
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の

か
。

Ａ
．
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
教

員
だ
と
思
う
。
家
庭
で
の
生

活
よ
り
学
校
で
の
生
活
の
方

が
長
い
。
学
校
で
し
っ
か
り

教
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
の
は
確
か
。
家
庭
学
習

は
保
護
者
の
協
力
も
必
要
。

４
月
か
ら
新
体
制

ウィンタースクールで学習（北溟中学校）
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Ｑ
．
議
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
化
を
提
案
し
た
が
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
行
政
は
公

民
館
の
新
し
い
体
制
を
提
案

し
た
の
か
。

Ａ
．
今
あ
る
べ
き
姿
の
中
で
、

公
民
館
体
制
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
事
業
体
制
を

補
助
金
活
用
と
公
民
館
に
分

け
た
。
最
終
的
に
は
、
地
域

は
も
っ
と
自
由
に
動
い
て
も

ら
っ
て
、
そ
れ
を
行
政
が
手

助
け
す
る
。
今
後
、
そ
の
方

向
に
向
け
て
努
力
を
す
る
。

Ｑ
．
説
明
会
で
は
、
納
得
し

て
い
た
だ
け
た
か
。

Ａ
．
３
地
区
の
区
長
会
で
説

明
を
し
た
。
泊
、
東
郷
地
区

で
は
ほ
ぼ
了
解
。
羽
合
地
区

も
、
大
体
ご
理
解
い
た
だ
い

た
。

　

３
地
区
と
は
別
に
、
長
瀬

地
域
の
区
長
会
で
も
説
明
会

を
行
っ
た
。
質
疑
応
答
で
説

明
を
す
る
時
期
が
遅
い
と
の

指
摘
は
あ
っ
た
が
、
４
月
か

ら
の
体
制
に
つ
い
て
は
ご
理

解
い
た
だ
け
た
と
考
え
て
い

る
。

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
で

は
、
９
月
30
日
か
ら
10
月
２

日
ま
で
の
日
程
で
視
察
研
修

を
実
施
。

〈
テ
ー
マ
〉

　

議
会
広
報
編
集
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

〈
調
査
地
〉

①
東
京
都
（
全
国
町
村
議
会

広
報
研
修
会
）

　

全
国
町
村
議
会
広
報
研
修

会
で
は
、
文
章
表
現
力
育
成

講
演
、
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
な

ど
を
聴
講
。

②
愛
知
県
大
口
町

　

全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン

ク
―
ル
入
選
の
常
連
で
あ
り
、

具
体
的
な
広
報
作
成
に
つ
い

て
調
査
研
修
を
実
施
。

〈
調
査
所
見
〉

　

広
報
研
修
会
で
広
報
の
作

り
方
、
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

全
国
の
広
報
紙
の
改
善
点
を

教
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
大
口
町
で
は
、
「
誰

も
読
ま
な
い
、
ど
う
し
た
ら

読
ん
で
も
ら
え
る
か
」
を
編

集
方
針
に
据
え
、
紙
面
作
り

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
。　

　

我
が
町
で
も
、
多
く
の
町

民
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る

広
報
紙
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で

は
、
11
月
５
日
か
ら
11
月
７

日
ま
で
の
日
程
で
視
察
研
修

を
実
施
。

〈
テ
ー
マ
〉

①
福
祉
バ
ス
（
元
気
バ
ス
）

の
取
組
み
に
つ
い
て

②
学
力
向
上
の
取
組
み
に
つ

い
て

③
認
知
症
対
策
の
取
組
み
に

つ
い
て

〈
調
査
地
〉

①
三
重
県
玉
城
町

②
愛
知
県
蟹
江
町

③
愛
知
県
大
府
市

〈
調
査
所
見
〉

①
マ
イ
カ
ー
な
ど
個
人
的
な

移
動
手
段
を
持
た
な
い
人
に

は
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
、

日
常
生
活
を
支
え
る
公
共
交

通
機
関
は
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
限
界
集
落
対
策
と
し
て

も
、
そ
の
対
応
は
益
々
必
要

と
な
る
。

②
授
業
の
途
中
経
過
に
重
点

を
置
い
た
指
導
、
教
諭
の
他

に
通
常
学
級
に
お
け
る
指
導

補
助
と
特
別
支
援
学
級
の
個

別
指
導
補
助
を
行
う
町
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
の
配
置
が

な
さ
れ
、
学
習
を
深
め
て
い

る
学
習
態
度
は
参
考
に
な
っ

た
。

③
認
知
症
に
対
し
て
は
、
同

じ
地
域
に
あ
る
国
・
県
の
研

究
所
、
医
療
機
関
と
十
分
な

連
携
を
と
っ
て
、
先
進
的
に

取
り
組
ん
で
対
応
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
多
い

に
学
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
る
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

新体制でどうなる（長瀬地区公民館）

先
進
地
に
学
ぶ
視
察
報
告

熱
心
に
議
論
す
る（
大
口
町
議
会
）

活
発
に
意
見
交
換（
蟹
江
町
議
会
）
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町政を問う!一般
質問

― 質問事項 －
ページ ページ

寺地章行 東郷池水質保全、環境整備は 7 会見祐子 ①介護予防と地域支援の見直しは
②小学生の英語教育は

12

上野昭二 ①統合問題　切なる声にどう応えるか
②トンネル騒音　今後の交渉は行政主導で

８ 増井久美 ① 二校存続の考えは
②ワクチン接種に助成を

13

松岡昭博 ①積極的な婚活支援を
②空き家適正管理条例の制定は

９

浜中武仁 町の均衡ある発展を 10

浦木　靖 「おもて梨」を特産品に 10

河田洋一 「ゆりりん」の活用及び効果は 11

米田強美 一歩踏み込んだ老朽家屋対策を 11

ＱＡ
東
郷
池
水
質
保
全
、
環
境
整
備
は

住
民
と
の
連
携
で
湖
周
の
魅
力
ア
ッ
プ

　

県
・
町
は
と
も
に
東
郷
池

水
質
管
理
計
画
、
水
質
浄
化

に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
を
作
成
し
、
各

種
事
業
を
展
開
し
て
き
て
い

る
。
水
質
保
全
、
ヘ
ド
ロ
な

ど
の
改
善
の
状
況
、
評
価
と

課
題
。
そ
し
て
、
今
後
に
向

け
て
の
新
た
な
対
策
を
問
う
。

ま
た
今
後
、
予
算
関
連
で
検

討
さ
れ
て
い
る
、
東
郷
池
周

辺
整
備
へ
の
新
た
な
構
想
は
。

答
弁
（
町
長
）

　

多
く
の
環
境
改
善
事
業
で
、

一
定
の
効
果
が
上
が
っ
た
が
、

ヘ
ド
ロ
対
策
は
浮
泥
の
再
推

積
で
効
果
が
減
衰
し
課
題
も

あ
っ
た
。

　

平
成
24
年
度
、
夏
場
の
高

温
と
長
い
日
照
時
間
の
影
響

で
一
時
的
だ
が
、
水
質
が
大

幅
に
悪
化
し
た
。
今
後
に
お

い
て
も
予
測
さ
れ
大
変
危
惧

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
水
質
の
数
値
の

み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
わ
か
り

や
す
い
環
境
指
標
を
元
に
推

進
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト

推
進
の
た
め
、
案
内
看
板
の

設
置
、
出
雲
山
周
辺
に
ト
イ

レ
を
整
備
、
臨
海
公
園
と
周

回
道
路
を
整
備
、
ま
た
天
女

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
な
ど

で
魅
力
ア
ッ
プ
に
努
め
る
。

憩いの場として魅力アップ（東郷池）

寺地章行

　平成 25 年 12 月定例会の一般質問は、第

4日目の12 月16日（月）に行われた。

　質問議員 9 人が登壇し、町政全般について

熱心に議論を展開した。



ゆりはま議会　　第 41 号　　8

ＱＡ

ＱＡ

統
合
問
題　
切
な
る
声
に
ど
う
応
え
る
か

ト
ン
ネ
ル
騒
音

今
後
の
交
渉
は
行
政
主
導
で

よ
く
検
討
し
た
上
で
候
補
地
を
絞
る

行
政
で
粘
り
強
く
要
請
し
て
い
く

　

行
政
が
開
催
し
た
町
民
と

の
意
見
交
換
会
で
は
、
数
多

く
の
様
々
な
疑
問
や
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。
町
長
は
町
民

の
声
を
聞
き
結
論
を
導
く
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く

の
参
加
者
よ
り
『
花
見
地
域

へ
の
新
設
統
合
あ
り
き
の
説

明
会
』
で
あ
り
、
い
わ
ば
『
異

論
者
へ
の
ガ
ス
抜
き
会
』
の

様
だ
と
不
平
不
満
が
あ
が
っ

て
い
る
。

　

そ
の
さ
中
、
北
溟
中
学
校

区
の
保
護
者
を
中
心
に
『
白

紙
撤
回
を
求
め
る
署
名
運
動
』

が
湧
き
あ
が
り
、
町
民
の
混

乱
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る

が
、
こ
の
様
な
状
況
に
対
す

る
町
長
の
姿
勢
を
問
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

10
月
８
日
か
ら
６
回
に
わ

た
っ
て
「
町
長
と
語
る
会
」

を
開
き
、
合
計
２
４
９
人
の

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り

い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
度
の
意
見
交
換
会
は
、

統
合
の
必
要
性
や
そ
の
方
法
、

新
設
す
る
場
所
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
を
伺
う
た
め
に
開

催
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
『
花
見
地
区
へ
の

統
合
あ
り
き
と
か
異
論
者
へ

の
ガ
ス
抜
き
会
』
と
い
っ
た

気
持
ち
は
一
切
も
っ
て
い
な

い
。

　

意
見
交
換
会
で
の
ご
意
見

や
、
嘆
願
書
の
趣
旨
な
ど
を

よ
く
検
討
し
た
上
で
、
候
補

地
を
絞
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

今
年
３
月
定
例
会
に
お
い

て
長
和
田
ト
ン
ネ
ル
の
騒
音

振
動
問
題
に
つ
き
、
関
係
住

民
の
生
活
環
境
の
改
善
を
要

請
し
た
。
そ
の
後
、
数
ヶ
月
間

が
経
過
し
て
も
行
政
や
Ｊ
Ｒ

か
ら
何
ら
動
き
が
無
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
７
月
以
降
に
赤

沢
代
議
士
へ
要
請
を
行
い
、

よ
う
や
く
11
月
に
地
区
と
Ｊ

Ｒ
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

関
係
町
民
は
一
歩
前
進
と
受

け
止
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
関
係
町
民
が
前

面
に
出
る
様
な
や
り
方
で
は

無
く
、
行
政
が
主
体
と
な
り
、

新設か耐震化か判断を待つ「北溟中学校」

日々の振動騒音で悩ましい「長和田トンネル」
（第１花見トンネル）

積
極
的
に
住
民
の
苦
悩
や
意

向
を
汲
み
取
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
強
く
要
請
す
る
が
町
長
の

姿
勢
を
問
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

今
年
５
月
23
日
に
Ｊ
Ｒ
と

の
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、

改
め
て
Ｊ
Ｒ
に
対
し
、
実
際

に
測
定
を
し
た
騒
音
や
振
動

の
数
値
を
も
と
に
、
必
要
で

あ
れ
ば
対
策
を
講
じ
る
よ
う

強
く
要
望
し
た
が
、
思
う
よ

う
な
回
答
を
貰
え
な
か
っ
た
。

　

11
月
12
日
に
開
催
し
た
関

係
住
民
と
の
話
し
合
い
で
は
、

再
度
測
定
を
行
っ
た
上
で
、

速
度
制
限
に
つ
い
て
検
証
を

行
う
旨
の
説
明
が
あ
り
、
現

在
は
推
移
を
見
守
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
、

粘
り
強
く
要
請
し
て
い
く
。

　

上
野
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
、「
雇
用
創
出
へ
明
る
い
展

望
を
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

上野昭二
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ＱＡ

ＱＡ

積
極
的
な
婚
活
支
援
を

空
き
家
適
正
管
理
条
例
の
制
定
は

情
報
発
信
に
力
を
注
ぎ
た
い

実
施
に
向
け
て
取
り
組
む

　

日
本
の
人
口
は
、
少
子
高

齢
化
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ

る
。
元
気
な
町
づ
く
り
を
行

う
た
め
に
は
、
そ
れ
を
担
う

地
域
住
民
が
減
少
し
て
は
推

進
力
が
弱
ま
る
。
町
長
は
本

町
の
人
口
減
少
を
ど
の
よ
う

に
考
え
、
人
口
増
に
向
け
ど

の
よ
う
な
姿
勢
・
施
策
で
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
男
女
と
も
晩
婚
化

が
進
ん
で
い
る
。
晩
婚
化
の

理
由
の
一
つ
に
、
出
会
い
の

場
が
少
な
い
、
適
当
な
人
に

巡
り
会
わ
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。
本
町
と
し
て
も
積

極
的
に
婚
活
支
援
を
し
て
は

ど
う
か
。

　
答
弁
（
町
長
）

　

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

は
、
住
民
の
健
康
を
維
持
し
、

出
生
者
数
を
増
や
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
高
齢
者
の
病

気
の
発
症
を
防
ぐ
た
め
の
対

策
や
、
出
産
奨
励
金
制
度
や

子
ど
も
支
援
策
の
充
実
、
男

女
共
同
参
画
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

　

婚
活
支
援
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
創
造
事
業
で
町

民
の
皆
さ
ん
の
活
動
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
５
年
間
で
、

24
組
の
カ
ッ
プ
ル
成
立
が

あ
っ
た
。
引
き
続
き
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ

て
情
報
発
信
に
力
を
注
ぎ
た

い
。

　

町
内
に
は
多
く
の
空
き
家

が
あ
る
。
町
長
は
町
内
の
空

き
家
の
状
況
を
見
て
、
ど
の

よ
う
に
感
じ
、
今
ま
で
ど
の

よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
こ
ら

れ
た
の
か
。
ま
た
、
全
国
的

に
空
き
家
が
増
え
て
お
り
、

空
き
家
の
適
正
管
理
条
例
を

制
定
し
、
対
策
に
乗
り
出
す

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
本

老朽化が進む空き家

町
も
、
条
例
を
制
定
し
て
は

ど
う
か
。

　

さ
ら
に
、
土
地
や
建
物
を

寄
附
と
し
て
、
受
け
入
れ
る

自
治
体
も
あ
る
。
活
か
せ
る

空
き
家
は
、
観
光
拠
点
な
ど

に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
（
町
長
）

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
町

内
に
は
羽
合
地
域
30
戸
、
東

郷
地
域
34
戸
、
泊
地
域
46
戸

の
空
き
家
が
あ
る
。
危
険
度

の
高
い
家
屋
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
へ
適
切
な
維
持
管
理

を
依
頼
し
、
羽
合
地
域
で
２

軒
、
東
郷
地
域
で
２
軒
の
解

体
実
績
が
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
適
正
管
理
条
例

に
つ
い
て
は
、
実
施
し
て
い

る
市
町
の
状
況
や
問
題
点
な

ど
を
検
証
し
な
が
ら
、
実
施

に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

　

寄
附
の
申
し
入
れ
は
、
基

本
的
に
は
受
け
取
ら
な
い
。

　

町
が
所
有
す
る
物
件
に
つ

い
て
は
、
活
用
を
検
討
す
る
。

松岡昭博

昨
年
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
ワ
イ
ワ
イ
カ
ン
パ
ニ
ー
主
催
）
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町
の
均
衡
あ
る
発
展
を

「
お
も
て
梨
」
を
特
産
品
に

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
取
組
み
を
実
施

特
産
品
づ
く
り
は
重
要

　

本
町
で
は
、
「
湯
梨
浜
町
過

疎
と
み
な
さ
れ
る
区
域
に
係

る
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」

を
策
定
さ
れ
各
種
施
策
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
過
疎
地

域
の
現
状
は
。

　

こ
の
計
画
の
実
施
状
況
と

そ
の
評
価
、
課
題
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
過

疎
化
が
進
む
地
域
の
今
後
の

対
策
は
。

　

ま
た
、
計
画
期
間
中
に
町

の
均
衡
あ
る
発
展
に
向
け
て
、

明
る
い
希
望
が
見
え
て
き
そ

う
か
。
「
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
」
が
平
成
32
年

度
ま
で
、
５
年
間
延
長
さ
れ

た
が
、
今
後
の
進
め
方
は
。

答
弁
（
町
長
）

　

本
町
で
は
、
平
成
17
年
３

月
か
ら
25
年
３
月
ま
で
の
８

年
間
に
、
６
３
８
人
減
少
し
、

25
年
10
月
現
在
、
年
少
人
口

比
率
14
％
、
生
産
年
齢
人
口

比
率
57
％
、
老
齢
人
口
比
率

29
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
」
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
、

大
漁
ま
つ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
、
出
産
奨
励
金

な
ど
を
実
施
し
て
お
り
順
調

に
進
ん
で
い
る
。

　

将
来
的
に
は
、
過
疎
地
域

の
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
、
限
定
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
取
り
組
み
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　

街
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

道
路
整
備
・
特
色
あ
る
街
造

り
は
欠
か
せ
な
い
課
題
で
あ

る
。

　

国
道
１
７
９
号
は
、
倉
吉

市
側
は
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

湯
梨
浜
町
久
留
・
田
後
間
は

未
整
備
で
あ
り
、
大
変
渋

大漁まつりで活性化（泊漁港）

東郷二十世紀梨をPR（大阪・梅田の百貨店）

滞
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の

１
７
９
号
の
道
路
改
良
に
対

し
て
の
考
え
は
。

　

次
に
、
特
色
あ
る
街
造
り

の
為
に
も
特
産
物
は
必
要
と

考
え
ら
れ
る
が
、
経
済
効
果

に
お
い
て
第
１
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
る
、「
お
も
て
な
し
」

の
言
葉
に
あ
や
か
っ
て
、「
お

も
て
梨
」
を
生
産
販
売
し
て

は
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え

は
。

答
弁
（
町
長
）

　

国
道
１
７
９
号
の
久
留
・

田
後
間
は
朝
な
ど
の
ピ
ー
ク

時
に
は
混
雑
し
、
事
故
多
発

地
区
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を

解
消
す
る
た
め
に
現
道
の
改

良
は
積
極
的
に
行
う
。
車
線

の
拡
幅
等
は
困
難
だ
が
久
留
・

田
後
間
の
バ
イ
パ
ス
と
い
う

考
え
方
も
あ
る
。

　

特
産
品
の
育
成
に
つ
い
て
、

「
お
も
て
梨
」
を
つ
く
る
か
ど

う
か
は
別
に
し
て
、
町
の
特

産
品
づ
く
り
は
と
て
も
重
要

で
、
様
々
な
分
野
で
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
す
ぐ
れ
た
素
材
を

活
用
し
磨
き
な
が
ら
街
づ
く

り
を
進
め
る
。

浜中武仁

浦木　靖
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「
ゆ
り
り
ん
」
の
活
用
お
よ
び
効
果
は

一
歩
踏
み
込
ん
だ
老
朽
家
屋
対
策
を

幅
広
い
活
用
を
期
待

条
例
制
定
に
向
け
て
検
討

　

全
国
的
な
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」

ブ
ー
ム
の
中
、
今
年
５
月
に

湯
梨
浜
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ゆ
り
り
ん
」
が

誕
生
し
た
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
式
典
へ

の
参
加
、
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ

ン
プ
リ
」
に
出
場
し
た
り
と

活
発
に
活
動
中
の
よ
う
で
あ

る
。

　

最
近
で
は
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」

に
は
経
済
的
効
果
が
あ
る
と

い
う
話
題
も
聞
く
が
、
「
ゆ
り

り
ん
」
の
現
在
の
取
組
み
状

況
と
、
今
後
の
活
用
方
法
お

よ
び
期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ

い
て
問
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

着
ぐ
る
み
は
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
へ
積
極
的
に
参
加

し
、
こ
れ
ま
で
町
民
関
連
で

15
回
、
町
関
連
で
50
回
、
合

計
65
回
活
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
な
ど
の
関
連
グ
ッ

ズ
で
55
用
途
に
活
用
し
て
い

る
。

　

現
在
、
使
用
権
利
は
無
料

と
し
、
届
出
だ
け
で
利
用
が

で
き
る
。

　

今
後
も
、
広
報
活
動
と
情

報
発
信
を
行
い
、
町
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
幅
広

い
活
用
を
期
待
し
て
い
る
。

　

空
き
家
対
策
は
、
老
朽
家

屋
な
ど
問
題
の
あ
る
家
屋
の

撤
去
と
、
利
用
を
促
す
方
法

が
あ
る
。

　

空
き
家
問
題
が
悩
ま
し
い

点
は
、
所
有
者
の
私
物
財
産

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
３

点
に
つ
い
て
問
う
。

ゆりりんグッズ好評発売中

空き店舗を活用した「とまり朝市」

①
生
活
環
境
、
防
災
面
で
問

題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
家

屋
を
把
握
し
て
い
る
か
。

②
町
民
か
ら
の
苦
情
・
相
談

に
適
切
な
対
応
が
可
能
か
。

担
当
窓
口
は
ど
こ
か
。

③
空
き
家
の
適
正
な
管
理
に

対
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て

い
る
か
。

答
弁
（
町
長
）

①
平
成
24
年
度
に
全
職
員
に

よ
り
「
空
き
家
」
の
調
査
を

実
施
し
た
。
ま
た
９
月
に
、

各
区
長
に
依
頼
し
９
月
末
で

町
内
に
１
１
０
戸
の
空
き
家

が
あ
り
、
う
ち
危
険
度
の
高

い
も
の
は
44
戸
で
あ
っ
た
。

②
県
の
「
空
き
家
対
策
協
議

会
」
を
う
け
、
各
課
で
連
携

を
と
り
、
窓
口
は
「
建
設
水

道
課
」
に
置
き
、
所
有
者
に

適
切
な
維
持
管
理
を
依
頼
。

羽
合
地
域
で
２
軒
、
東
郷
地

域
で
２
軒
解
体
し
た
。

③
今
後
、
所
有
者
に
維
持
保

全
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
条

例
制
定
に
向
け
て
検
討
す
る
。

河田洋一

米田強美
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介
護
予
防
と
地
域
支
援
の
見
直
し
は

小
学
生
の
英
語
教
育
は

地
域
の
役
割
が
重
要

人
材
育
成
を
支
援

　

平
成
27
年
度
に
お
い
て
、

介
護
保
険
が
見
直
さ
れ
、
要

支
援
が
自
治
体
に
移
行
さ
れ

る
。
現
在
、
介
護
支
援
を
受

け
て
お
ら
れ
る
方
の
状
況
は
。

　

要
支
援
の
方
、
リ
ハ
ビ
リ

体
操
・
温
泉
療
法
な
ど
介
護

予
防
を
受
け
て
い
る
人
を
含

め
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え

て
い
る
か
。

　

地
域
で
の
支
え
合
い
が
必

要
に
な
る
と
思
う
が
協
働
組

織
、
団
体
の
協
力
、
企
業
参

加
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を

問
う
。

いきいきサロンで介護予防（長和田福祉会）

答
弁
（
町
長
）

　

予
防
給
付
を
地
域
支
援
事

業
に
移
行
す
る
案
が
示
さ
れ

て
い
た
が
、
訪
問
看
護
や
短

期
入
所
療
養
介
護
は
、
全
国

一
律
の
予
防
給
付
に
残
し
、
訪

問
介
護
と
通
所
介
護
の
み
を

移
行
す
る
よ
う
見
直
し
が
検

　

英
語
教
育
が
小
学
生
か
ら

取
り
入
れ
ら
れ
る
が
教
育
方

針
は
ど
う
変
わ
る
か
。

　

保
護
者
と
の
連
携
は
取
れ

て
い
る
か
。

　

71
・
８
％
の
母
親
が
働
い

て
い
る
多
様
な
子
育
て
社
会

で
学
校
生
活
が
充
実
す
る
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

土
曜
日
授
業
が
教
育
委
員

会
の
判
断
に
任
さ
れ
る
が
、

本
町
の
方
針
は
。

　

図
書
館
で
読
む
本
が
な
い

と
い
う
声
が
あ
る
。
ま
た
、

各
学
校
に
図
書
指
導
者
、
司

書
教
諭
が
お
ら
れ
る
の
か
。

答
弁
（
町
長
）

　

国
が
示
し
た
早
い
時
期
か

ら
基
礎
的
な
英
語
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
で
活
躍
す
る
、
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
に
行
政
と
し

て
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

今
回
伝
統
文
化
や
芸
術
な

ど
を
守
り
伝
え
て
い
く
た
め
、

中
学
生
に
繰
り
返
し
指
導
さ

れ
た
、
東
郷
地
域
の
活
動
が

国
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
子
ど
も
達
の
成
長
を

支
援
す
る
活
動
で
あ
り
、
大

切
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

小
学
校
に
お
い
て
英
語
を

教
科
と
し
て
取
り
扱
う
な
ど

が
、
具
体
化
し
て
く
れ
ば
、

町
の
「
教
育
振
興
基
本
計
画
」

の
中
に
追
加
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

保
護
者
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
理
解
を
得
な
が
ら
充

実
し
て
い
き
た
い
。

　

土
曜
日
授
業
に
つ
い
て
は
、

土
・
日
に
運
動
会
・
授
業
公

開
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
実

施
に
向
け
検
討
し
た
い
。

　

「
読
む
本
」
に
つ
い
て
は
、

司
書
教
諭
な
ど
が
中
心
と
な

り
選
書
し
て
お
り
、
整
備
で

き
て
い
る
と
考
え
る
。
職
員

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
学
校

に
司
書
教
諭
を
配
置
し
て
い

る
。

伝統「九品ばやし」の継承（東郷中学校）

会見祐子

討
さ
れ
て
い
る
。

　

新
し
い
制
度
の
も
と
で
は
、

既
存
の
サ
ー
ビ
ス
の
他
、
現

在
実
施
中
の
地
域
支
援
事
業

も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

利
用
者
の
選
択
も
可
能
で
あ

る
。

　

移
行
後
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
協

同
組
合
な
ど
の
協
力
が
必
要

で
あ
り
、
介
護
予
防
事
業
に

お
い
て
は
、
居
場
所
と
出
番

づ
く
り
な
ど
地
域
の
役
割
を

重
視
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。
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ＱＡ

ＱＡ

二
校
存
続
の
考
え
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を

新
設
統
合
を
進
め
る

今
後
の
動
き
を
注
視

　

今
回
、
教
育
委
員
会
が
行
っ

た
意
見
交
換
会
、
「
町
長
と
語

る
会
」
「
住
民
と
議
会
の
意
見

交
換
会
」
に
参
加
し
て
、
中

学
校
統
合
や
、
立
置
場
所
に

疑
問
を
持
っ
た
。
原
点
に
帰
っ

て
二
校
存
続
の
方
法
は
な
い

の
か
再
検
討
し
て
は
。

　

ま
た
、
検
討
委
員
会
に
さ

も
図
っ
た
よ
う
な
言
い
方
を

さ
れ
、
都
合
よ
く
使
わ
れ
る

な
ら
検
討
委
員
会
は
い
ら
な

い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
「
町

長
と
語
る
会
」
の
内
容
を
検

討
委
員
会
に
提
示
し
た
と
い

う
こ
と
だ
が
、
ど
う
い
っ
た

内
容
の
会
だ
っ
た
の
か
。　

答
弁
（
町
長
）

　

中
学
校
統
廃
合
問
題
は
、

平
成
20
年
か
ら
議
論
し
、
統

廃
合
検
討
委
員
会
か
ら
は
、

平
成
24
年
３
月
に
「
統
合
が

望
ま
し
い
」
と
い
う
意
見
書

を
頂
い
た
。
平
成
25
年
３
月

に
は
議
会
と
し
て
統
合
新
設

の
合
意
が
頂
け
た
と
思
っ
て

い
て
、
統
合
す
べ
き
だ
と
い

う
気
持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

統
廃
合
検
討
委
員
会
の
委

員
の
方
に
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
を
説
明
し
意
見
を
伺
っ
た
。

再
び
検
討
委
員
会
を
設
置
す

る
こ
と
は
考
え
て
な
い
。

　

新
設
場
所
に
つ
い
て
は
、

「
町
長
と
語
る
会
」
で
の
意
見

も
検
証
し
、
平
成
26
年
３
月

に
は
具
体
的
な
場
所
を
決
め

た
い
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

教
育
委
員
会
が
、
示
し
た

建
設
場
所
に
つ
い
て
議
論
が

あ
る
が
、
町
長
と
共
に
、
全

町
的
な
立
場
に
た
っ
て
、
よ

り
良
い
結
果
が
得
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

　

当
町
は
他
町
に
先
が
け
て

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
て

来
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

感
染
力
が
強
く
、
保
育
所

な
ど
で
も
あ
っ
と
い
う
間
に

流
行
す
る
、
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス

に
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
。
５

歳
頃
ま
で
に
は
少
な
く
と
も

１
回
以
上
は
か
か
り
、
２
回

以
上
か
か
る
と
重
症
化
す
る

可
能
性
は
低
く
な
る
。

　

そ
の
た
め
ワ
ク
チ
ン
も
２

町長と語る会の様子

おはなしグループ「グー・チョキ・パー」による
絵本の読み聞かせ（田後保育所）

回
以
上
接
種
す
る
必
要
が
あ

る
が
接
種
費
用
が
１
回
１
万

円
程
度
か
か
り
、
高
額
で
あ

る
。
接
種
費
用
に
助
成
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
町
長
）

　

国
で
は
、
今
年
度
、
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

し
て
い
て
、
中
間
報
告
で
は
、

初
回
感
染
時
の
胃
腸
炎
の
重

症
化
防
止
効
果
な
ど
、
有
効

性
の
観
点
か
ら
は
、
接
種
の

必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
定
期
接
種
化
に
あ

た
っ
て
は
、
副
反
応
発
生
状

況
の
分
析
・
評
価
に
つ
い
て
、

ま
だ
課
題
が
あ
る
と
の
報
告

が
さ
れ
て
い
る
。

　

町
単
独
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
助
成
を
す
る
か
ど
う
か
は
、

国
の
副
反
応
発
生
状
況
の
分

析
・
評
価
の
結
果
を
待
つ
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
て
、

今
後
の
動
き
を
注
視
し
た
い
。

　

増
井
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
、「
秘
密
保
護
法
」
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

増井久美
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Q．教育委員会は活性化をうたいながら、廃止へ進んで

いる。住民の声を聞いてほしい。

A．早い時期に、的確に取り組んでいきたい。
Q．公民館体制について、地域運営委員の役割は自分の

地区の声の反映ではなく、中央公民館の運営をする

ことだと私は思っている。

A．持ち帰り、議会として検討したい。
Q．公民館体制について、議会ではまだ議決していない

のか。

A．予算が付く場合は議決が必要になる。（12 月議会に
おいて議決）

Q．（公民館）運営委員は報酬が出るのか。

A．報酬は出るが、金額はまだ決まっていない。

Q．東郷池のかさ上げの件。実際の時期は。

A．確実な日程は示されていない。来年の１月から地質
調査・設計に入る。決定次第、情報提供する。

Q．東郷池の整備に関して、魚介類への影響は。

A．議会で検討し、情報提供する。

Q．水明荘はかなり老朽化。集客もそれほど伸びないだ

ろう。償還を待つことなく、今から検討し始めたほ

うがいいのではないか。

A．議会で検討する。
Q．水明荘の財政状況は。

A．今後のあり方について、検討する。

Q．利用料金を安く。

A．研究し、検討する。

Q．この会に足を運べない人には「町民の声」がある。

総務課のやり方は、議員関連のものだけ事務局にあ

げる。生の声が届いていない。住民と議会の意見交

換会については、意見の重複等があるので、地区を

持ち回りにすればいいのではないか。

A．検証・検討していく。

Q．議会広報に事実とは違う答弁がなされた場合、どの

ようにしていただくのか。

A．誤った記事が出ていた場合は、謝罪記事を出す。
Q．組織の人員スリム化は人員がだぶついている時なら

必要。文化財の担当職員は、１名。スポーツ大会が

あれば動員される。適材適所になっているか。

A．一般事務職員を減らしてきたが、町民サービスなど
の検証をしていく。

Q．文化財の保護と活用策について。プロジェクトチー

ムを作っていただきたい。

A．担当委員会で検討する。

※ たくさんの意見・提言
　　　　　　ありがとうございました。

意見交換会での生の声を意見交換会での生の声を

水明荘の運営状況は水明荘の運営状況は

どうなる地区公民館どうなる地区公民館

いろんな思いに真摯に対応いろんな思いに真摯に対応

東郷池の整備は東郷池の整備は
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Q．自力通学、建築費用等で、門田、花見に建設するこ

とを中心に話を進めているのはおかしいのでは。

A．議会の中でも意見が一本化出来ていないのが現状。
Q．（中学校統合）の正しい情報を議会は、住民に回し

てください。

A．十分承りました。
Q．町長は場所については未定ということだが、めぐみ

の湯公園の横とか大平園横とか大体限定されてい

る。町長は堤防や護岸を作れば大丈夫と思っている

が、東郷池の治水対策であり、関係ない。

A．持ち帰り、議会として検討する。
Q．中間地点とかではなく、一番いい立地条件に建てる

のがいいのでは。

A．持ち帰り、議会として検討する。
Q．多数決の原理、行政側の流れになったかなという感

がある。行政側に検討委員会の結論を利用されたく

ない。

A．持ち帰り、議会として検討する。
Q．①地域の方に支えられている学校であり、地域の方

が来やすい環境、場所を。東郷中の伝統を残してほ

しい。②防災拠点となるところ、安全な場所を。③

東郷中の生徒は雨でも自力通学がほとんど。当たり

前のことをきちんとできるような環境を。東郷池の

良い面と悪い面がある。生徒がいる限り、通学路の

安全を守ってほしい④子供の安全、耐震を考慮して

建て替えも必要では。

A．執行部との話し合いに持ち込みたい。

Q．今年業者に耐震診断をさせたとのこと。耐震基準に

達していないということだが、耐震基準に達してい

ないから、耐震改築するのではないか。なぜ議員

側は耐震改築にこだわって執行部に言わなかったの

か。県庁も免震構造にしている。町長は語る会で新

築と言っていた。議会で結論に至った理由を。

A．3 月の全員協議会で、耐震か新築の二択で多数決を
とり、新築になった。

Q．住民の避難場所にもなるところなので、十分な資料

を出して、説明してほしい。

A．持ち帰り、議会として検討する。
Q．第２回検討委員会の結果がどう伝えられているのか

不信感がある。そういうものを閲覧できるか。

A．教育委員会に申し入れていただければ、閲覧できる。
Q．町長が花見に固執していた。多額の費用をかけて建

てるのは無駄遣いでは。

A．財政推計についてもしっかり検討する。
Q．議会は、北溟中学校の場所を断念しているのか。

A．断念していない。
Q．地域感情丸出しの考え方は棚にあげて、考えてほし

い。新築なら新築。費用は別にして、子ども達の安

全が保障されるところを。

A．子ども達が教育を受ける場所はどこがいいのかとい
うのが一番のこと。議員の責務として、トータルで
配置を考えていかなくてはいけない。

Q．子どもの視点で場所や統合を考えてほしい。

A．考えながらやっていきたい。
Q．自力通学できる生徒が多いということであった。場

所を決めるのにどれくらいのウェイトを占めるのか。

A．距離の線引きで教育委員会が使っていると解釈して
いる。

　議会の説明責任を果たすとともに、町民の声を聴き、これからの活動に生かすため「住民と議会の

意見交換会」を11月19日から3日間、各地域を会場に開催し、95名の方々にご来場いただきました。

　議会・町政に対して多数のご意見・提言を伺いました。すぐに回答できない問題などは、今後、そ

れぞれの委員会で協議して対応方針を検討、議会広報に掲載していきます。

　意見・提言と、それに対する会場での回答、委員会で決定した対応方針等（一部）は次のとおりです。

　※なお、各委員会の会議は動画サイトに逐次掲載していきます。

中学校統合はどうなる中学校統合はどうなる

「住民と議会の意見交換会」を開催しました。「住民と議会の意見交換会」を開催しました。

会場での Q&A



編
集
後
記

　
昨
年
は
、
過
去
の
記
録
を
塗
り

か
え
る
夏
場
の
異
常
気
象
、
ま
た

竜
巻
や
台
風
に
よ
り
全
国
各
地
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
な
ど
暗

い
話
題
の
多
い
年
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
九
月
に
は
二
〇
二
〇

年
に
東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定

し
、
全
国
各
地
に
喜
び
の
輪
が
広

が
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
湯
梨
浜
町
も
誕
生
し
て

今
年
で
一
〇
年
目
の
節
目
の
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
心
新
た
に
、今
後
の「
議

会
だ
よ
り
」
も
よ
り
充
実
し
た
内

容
で
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画

も
随
時
配
信
し
て
行
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
少
し

で
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
議

会
と
な
る
よ
う
、
情
報
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

（
記
　
河
田
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会
　

編
集
委
員
一
同

編
集
・
発
行
／
鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
議
会
　
　
〒
682-0723　

鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
大
字
久
留
19番

地
1　
　
　

TEL 0858（
35）5341／

FAX 0858（
35）3697／

E-m
ail : ygikai@yuriham

a.jp

①一つ大きな節目。これからは、責任を持ち自ら自分の道を切り開いていかなくてはなら
ないので、考え、行動、態度等、引き締めて生活していこうと思っています。②今、名古
屋で生活をしていますが、帰省した時感じるのはとても時間を忘れるくらい、のんびりし
た良い所だと感じています。町民の人たちも、あたたかく好きな町です。③山があり、田
んぼがあり、川がありと都会にはない田舎の良い所が湯梨浜町にはあります。これからも、
キレイな風景が残る湯梨浜町であってほしいと思います。

①自分磨きをはじめたいと思います。成人として認められたということは、一人の大人と
して最低限習うべきことは習い終わったのだということを自覚し、今度は私個人を高めら
れるよう頑張りたいです。②自然が豊かでのどかなイメージです。広がる水田や果樹園を
見ると、「ああ湯梨浜に帰ってきたなあ」と感じます。都会にはないこの空気が湯梨浜の
魅力です。③このままでいてください。今のこの町が好きです。ただどんどん人口が減っ
ていき活気が失われていってしまうのは寂しいことです。地域の人々が自らの力で自分た
ちの町の活気を維持できるといいです。

椿　翔太さん（田後）

杉村知香さん（橋津）

①一人の大人として、責任感と自立心をもつことはもちろんのこと、人としての知性や品
格を､ より高いものにできるよう、大人としての道を歩んでいきたいです。②自然豊かで
水も空気もきれいで、食べものもおいしいです。また、人もとても優しいので、湯梨浜町
にいると、全てを包まれて守られている気持ちになり、安心することができます。③これ
からも、湯梨浜町のあたたかみのあるイメージを保ちながら、私の大好きな湯梨浜町が、
さらに住みやすく、より良い町になることを望んでいます。

①自分の夢に向かって、精一杯頑張りたい。
②自然が豊か。
③県外に出ていった、大学生などが、就職のときに、地元に帰って来られるように、しっ
かりとした労働の場を整えてほしい。

①たくさんの人と話をしたり、たくさんの本を読むことで、世の中をもっと知りたい。誰
かに勇気や希望を与え、たくさんの人々を笑顔にすることのできる大人でありたい。私は
湯梨浜町が大好き、のどかで落ち着ける湯梨浜町が大好き。
②梨。のどかで落ち着ける湯梨浜町。③道路などのインフラ整備。観光客の増加。

石橋駿介さん（田畑）

林　里奈さん（園）

藤井　駿さん（原）

【質問】
①成人式を迎えての私の抱負
②湯梨浜町のイメージは
③湯梨浜町の将来に望むこと

①当たり前のことを当たり前にできるようにしたいです。今まで支えてもらった分返せるよ
うにしたいです。
②地域の発展に向けて町全体で協力し合っている。自然が多く過ごしやすい町。
③地域の人が助け合う温かい町になってほしいです。

会見友香さん（長和田）

にききました

町民インタビュー町民インタビュー


